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１．当該年度における研究開発の実施概要 

（１）研究開発概要 

陸域上空超音速飛行可能な超音速機の実現を目指して、ソニックブームが観測されるエリア全域での低

ソニックブーム化を可能とする設計技術を飛行実証し、国際騒音基準策定に貢献します。また、低速から

極超音速まで幅広い作動域を有するエンジン技術の獲得を目指して、複合エンジンシステムの要素技術

を地上実証します。 

 

（２）実施内容と成果の概要（研究開発開始から当該年度末まで） 

令和 6（2024）年度 

超音速要素技術（低騒音機体設計技術）については、ソニックブームが観測されるエリア全域での低

ソニックブーム化を可能とする設計技術（ロバスト低ソニックブーム設計技術）の飛行実証に係る研究開

発を進め、米国航空宇宙局（NASA）とボーイング社が検討した将来超音速機のコンセプト機に適用して、

ソニックブームが観測される全域で低ブーム性を維持できる超音速機形状を定義しました。また、その

形状を 16%サイズに縮小した形状を初期形状として飛行実証機の基本設計を行い、無人機として成立

するための制約を考慮した上で、実証機の仕様がロバスト低ブーム設計技術実証機としての要求を満

たしていることを確認しました。騒音基準検証に資する技術に係る研究開発については、大気乱流の影

響を避けてソニックブームを計測するための上空ソニックブーム計測システム、及び大気乱流が発生す

る大気境界層の高さを計測するためのドップラーライダーを含む地上気象計測システムの基本設計を

完了しました。 

極超音速要素技術（幅広い作動域を有するエンジン設計技術）については、スクラムジェット低速化

技術に関して、システム要求に沿って空気取入口、燃焼器、ノズルの一次設計を実施し、飛行マッハ数

3.0 での点火・保炎の可能性を示しました。また、ターボジェット高速化技術に関しては、実証機体用エ

ンジンのラムダクト（外筒）から内部ターボジェット（内筒）への熱伝達を数値解析で評価し、燃料による

冷却性成立を確認しました。エンジン切り替え技術に関しては、スクラムジェットとの切り替え機構を含む

ターボ・ラムジェット空気取入口の一次設計を行い数値解析での性能評価を実施しました。システム検

討と将来実証計画策定に関しては、実証ミッションの内容を設定し、既存エンジン性能予測法を用いて

性能を予測し一次の成立解を得ました。 
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